
リグレッションテストの分析∼設計の流れ
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同じファイル

Test sizeについて

3*: Google Testing Blog．Test Sizes．2010．https://testing.googleblog.com/2010/12/test-sizes.html
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Excelやスプレッドシートにデータがある場合も多く、
既存のデータからの変換が大変。
そこで、VSCode上でMarkdown形式のテーブルを直接編集
したり、行・列の追加・削除が容易に行える
拡張機能を開発[*]。
ExcelやスプレッドシートとMarkdown Table Editor上
でコピー＆ペーストで相互にデータを貼り付けられた
り、CSVインポート・エクスポート機能を兼ね備える。

Markdown形式のテーブルを扱いやすくするための拡張機能の開発

4*: Interactive Markdown Table Editorという名称でVisual Studio Marketplaceで公開中(Free)。
  2025年12月21日現在、ダウンロードが可能ですが、今後予告なくアクセスできなくなる可能性があります。



json形式で出力されたリスク一覧、ラルフチャートを視覚的に表示できるWebUIの実装

5*: Repository・実装は非公開です

jsonに含まれるさまざまなメタ
情報を用いて絞り込むことがで
きるので、気になった視点でレ
ビューをすることが容易になり
ます
ex) 特にリスクレベルが高いの
はどれ？リスクレベルは妥当？

● 業務ID
● 機能ID
● 品質特性
● テストサイズ
● リスクレベル

都度LLMに指示を出して修正する
のは大変なので、メモ機能を実装

メモの内容を一括で修正指示する
ことが可能に。

WebUI上で直接変更したり削除す
ることも可能

モデルに当てはめて表現すること
で、条件に不足がないかを容易に
チェックすることができる



[STEP3]
原因結果グラフからデシジョ
ンテーブルを生成できます
が、本ツールでは未対応。
既存のCEGTestなどを用いる
ことでデシジョンテーブルに
変換できます。

[STEP2]
分割したセクションに含まれる論理関
係をLLMに分析させ、原因結果グラフ
をmermaid形式で出力。[*]
mermaid形式では原因結果グラフの表
記をそのまま表現することはできない
ため擬似的なモデルで表現。

原因結果グラフ(CEG)生成ツールの開発

6*: Repositoryは非公開です

[STEP1]
テストベースを読み込ませ、意味のある段落
でセクションに分割

手動でのセクション区切りはもちろん、MCP
サーバを提供しており、AI Agentsからセク
ション分割を指示することもできます


